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航空レーザ技術で作成した景観生態学図について
Landscape ecological map using LIDAR data
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筆者らは、景観生態学図をベースマップとして生物多様性を評価することを目的として、環境研究総合推進費「航空
レーザ測量データを用いた景観生態学図の作成と生物多様性データベース構築への応用」（課題番号 D-0805）において、
航空レーザ測量技術を用いて捉えた植生三次元構造と森林下の微地形から、景観生態学図を作成する研究を行っている。
研究対象地域は２箇所である。１つは原生的な自然環境として、世界自然遺産地域である知床半島の羅臼岳と知床岬を
取り上げた。もう１つは里山環境として、たたら製鉄に伴い地形と植生が大きく改変された中国山地の道後山北麓を取
り上げた。
景観生態学図の凡例は、植生分類と地形分類との重ね合わせにより検討される。植生分類については、活葉期と落葉

期の航空レーザのランダムポイントデータの様相の違いから落葉・針広混交・常緑に分け、それに樹冠高を組合せた植
生三次元構造区分を行った。地形分類の方は、落葉期の航空レーザの詳細DEMから、傾斜、凸度に着目した自動地形分
類を行った。景観生態学図のグリッドサイズは、毎木調査の樹冠の大きさから 4mとした。ただし、航空レーザのデータ
を 4mグリッドに集約してから区分すると、正しく区分されないため、1mグリッドで作成したレーザ植生図、自動地形
分類図を 4mグリッドにリサンプリングした。ポスター会場では、作成した 2地区の景観生態学図の印刷図を提示して、
航空レーザ測量技術の生態学研究への応用例を紹介する。
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